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第137回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　今回、電子錠をテーマに参加させていただいたため、当社を鍵メー
カーだと思われた方がいるかもしれませんが、実は鍵のメーカーでは
ありません。電子錠は、当社が目指す世界を実現するためのプロジェ
クトの一つです。私は、かつての日本を「ものづくり大国」に押し上
げてきた製造業を立て直し、世界で勝負できるブランドメーカーを世
に送り出すためにこの会社を立ち上げました。
　数年前までWebの開発会社でエンジニアをしていた私は、ものづ
くりや製造業とは無縁の毎日を送っていました。しかし、縁あっても
のづくりのお仕事をさせていただいたことを機に、人生が一変します。
製品の企画や製造、組み込みソフトのコーディング、機構、電気回路
の部品選定、設計などでものづくりの現場にかかわらせていただき、
その面白さに夢中になりました。それまでWebの世界しか知らなか
った私は「製造業は今でも日本の産業界における重要なキーファクタ
ーである」ことを改めて実感しました。
　ただ今の日本の製造業はさまざまな課題を抱えており、ものづくり
の力が弱まってしまっています。こうした状況を打破し、再び世界の
ものづくりをリードする存在に生まれ変わらせていくことが私たちの
目標です。
　

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　当社は、さまざまな製品のシーズ（種）となるアイ
デアを見つけ、製造業の方々とともにその種を育てて
いくことを目指しています。今回「充電不要の電池レ
ス電子錠」というアイデアの種に行きついたのは、あ
る物流会社からの相談がきっかけでした。
　その会社では、鍵付きのセキュリティバッグの運搬
を請け負っていました。毎日、何百個・何千個と運ぶ
バッグのすべてに南京錠が付いているため、同じ数の
「鍵」も管理しなければなりません。いざ解錠すると
きは、大量の鍵束からそれぞれの南京錠に合う鍵を選
ぶという、気の遠くなるような作業をしていたそうで
す。そのため電子錠への切り替えを検討していました。
電子錠なら、一つの鍵で複数の南京錠を開けられるよ
う設定できるからです。ただ、そこでネックになった
のは電源です。電子錠には電池や充電が欠かせません
が、何百個・何千個もある南京錠の電池を入れ替えたり、
充電したりといった作業は手間がかかります。またバ
ッグは毎日移動させるものなので、いつどこで電池切
れになるかも分かりません。そこで「電池や充電がい
らない電子錠をつくったらいいのでは」という案が生
まれ、今回のアイデアにたどり着きました。
　
■ サービスの特徴
　電子錠には、一般的に浸透している物理錠にはない
メリットがあります。まず鍵穴がないので、ピッキン
グされる心配がありません。鍵のスペアを作る必要が
なく、解錠のログや記録を取って確認・管理すること
もできます。しかし電池や充電が必要で、電源のない
場所では使いづらいというデメリットもあります。そ
の点、私たちの「電池レス電子錠」は解錠時にのみ電
子鍵から送電される仕組みになっているので、電池や
充電が必要ありません。そのため、電力の確保ができ
ない場所でも使えることが大きな特徴です。
　電池レスになることで、電子錠のニーズは飛躍的に
広がっていくことが見込まれます。そうなれば、鍵を
取り巻く世界も変わっていくでしょう。これまでは「錠
前が増えれば、そこに付随する鍵も増える」というの
が常識でした。ところが電子錠の世界では、住居、自
動車、ロッカー、金庫といったすべての錠前を、一つ
の鍵で施錠・解錠することができます。さらに、それ
ぞれの業界で独自に製造されていた鍵が一つにまとま
ることで、複数の分野にまたがる新たな鍵市場をつく
りあげていくことも可能です。

■ 現状の課題
　まずは一般向けではなく、法人に向けたBtoBの製品
として展開していくことを想定しています。物流やセ
キュリティなど、電子錠に需要のある業界に取り入れ
てもらうことを視野に入れ、取引先を開拓しています。
また取引先企業のニーズに合わせて、開発中の試作と
は機能や形状が変わる可能性もあります。そのあたり
をどうやって作り込んでいくかも、今後の課題になっ
てきます。一方で、当社は自社で生産工場を持たない
ファブレス企業です。先述のように日本の中小の製造
業の方々と組み、新たな製品を生み出していくことを
目的としていますので、この電子錠もアイデアを育て、
ともに製品化、事業化に取り組んでくれるパートナー
を見つけることも今後の目標です。
　組織としての課題は、製品設計やソフトウェアの開

発など、手を動かす部分のリソースが不足してきてい
ることです。現状、私が設計開発を行いつつ、経営に
かかわる部分や営業、PR活動も担っていますが、今の
ままでは手が回らなくなることが予想されます。その
ため自社の人材を増やすことはもちろん、パートナー
企業を開拓することで、リソースを増やしていきたい
と考えています。
　
■ 今後の展開
　製品化したい題材やアイデアはまだいくつもあるの
で、今回の「電池レス電子錠」を皮切りに、製造業の
みなさんと提携し、アイデアをブラッシュアップしな
がら製品化を目指す流れをつくっていくことが目標で
す。さまざまな製品を世に送り出してきた製造業のみ
なさんと一緒に取り組むことで、私たちだけでは生み
出せない新しい製品ができあがっていくことに期待し
ています。
　これまでの日本の製造業は大手企業がリードしてき
ました。ですが、時代は変わりました。これからの製
造業には、規模に関係なく自らアイデアの種を見つけ
て製品化できる強いメーカーの存在が必要です。その
ために私たちは、さまざまな角度から製造業を支援し
ていきます。そこに付随して、部品を安価で供給でき
るような仕組みをつくることも検討中です。例えば、
ものづくりにはさまざまな部品が必要になりますが、
少ロットでの購入は高いコストがかかります。そこで
当社が部品をまとめて購入し安価で提供できれば、初
期の試作も安くつくることができます。今後は、その
ような商社のような役割も担っていきたいと考えてい
ます。
　日本は、縄文時代からものづくりの技術を発展させ
てきた国です。「壊れず長く使えるものを提供したい」
という観点からものづくりをし、ユーザーの手に渡っ
た後の保守やメンテナンスまでも大切にしている国は、
世界でも類を見ません。サステナブルな社会やカーボ
ンニュートラルの実現が叫ばれるずっと前から、限り
ある資源を大切にしたものづくりをしてきた日本の強
みを、今こそ発揮するチャンスです。日本のものづく
りが再び世界をリードする日が来るように、製造業の
みなさんと力を合わせていきたいと思っています。
　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　公の場で自分たちのビジネスについてお話するのは、
ほぼ初めての経験だったので、とても緊張しましたが、
原点に立ち戻って事業を見直す良いきっかけになりま
した。私は「動かないと経験できない」ということを、
よくまわりに言っています。実際に行動しなければ気
づけないことがあるし、たとえ失敗したとしても、動
いたことで得た経験は必ず次のステップにつながりま
す。私の場合、オーディションに参加したことで財団
のみなさんから手厚いサポートをいただけるようにな
り、横のつながりも生まれました。そういった意味でも、
経験する価値のあるオーディションだと感じています。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　
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当社が部品をまとめて購入し安価で提供できれば、初
期の試作も安くつくることができます。今後は、その
ような商社のような役割も担っていきたいと考えてい
ます。
　日本は、縄文時代からものづくりの技術を発展させ
てきた国です。「壊れず長く使えるものを提供したい」
という観点からものづくりをし、ユーザーの手に渡っ
た後の保守やメンテナンスまでも大切にしている国は、
世界でも類を見ません。サステナブルな社会やカーボ
ンニュートラルの実現が叫ばれるずっと前から、限り
ある資源を大切にしたものづくりをしてきた日本の強
みを、今こそ発揮するチャンスです。日本のものづく
りが再び世界をリードする日が来るように、製造業の
みなさんと力を合わせていきたいと思っています。
　　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　公の場で自分たちのビジネスについてお話するのは、
ほぼ初めての経験だったので、とても緊張しましたが、
原点に立ち戻って事業を見直す良いきっかけになりま
した。私は「動かないと経験できない」ということを、
よくまわりに言っています。実際に行動しなければ気
づけないことがあるし、たとえ失敗したとしても、動
いたことで得た経験は必ず次のステップにつながりま
す。私の場合、オーディションに参加したことで財団
のみなさんから手厚いサポートをいただけるようにな
り、横のつながりも生まれました。そういった意味でも、
経験する価値のあるオーディションだと感じています。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　




